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研究成果の概要（和文）：　本研究では、16歳までの両親からの被養育体験が、40歳以上の住民に与える慢性疼
痛および睡眠障害の有症率に関連しているかどうかを調査した。その結果、両親からのケアが少なく過干渉な被
養育体験をもつ住民は理想的な被養育体験をもつ対照群と比べて慢性疼痛や睡眠障害の有症率が有意に増大して
いた。睡眠障害では同性の親からの被養育体験が重要で、ケアが少なく過干渉な被養育体験と同様に、ケアが多
く過干渉な被養育体験も睡眠障害に悪影響があった。さらに、久山町一般住民と九州大学病院心療内科を受診し
た慢性疼痛患者の症例対照研究でも、慢性疼痛の重症度と両親からの被養育体験が関連していた。

研究成果の概要（英文）：In these studies, we investigated if the perceived parenting styles up to 16
 years old were associated with the frequencies of chronic pain or sleep disturbance in the adult 
(older than 40 years old) general population. As the results, the people with parenting styles of 
low care/high overprotection have more frequencies of chronic pain and sleep disturbance compared 
with the people with ideal parenting style (high care/low overprotection). As for the sleep 
disturbance, the importance of the perceived parenting style by the parent of the same sex is noted.
 As well as the low care/high overprotection, the parenting style of high care/high overprotection 
had bad influence on the sleep disorder in adults.　Furthermore, the case-control study using 
participants of Hisayama residents and chronic pain patients in the Department of Psychosomatic 
Medicine, Kyushu University Hospital has shown that the parenting styles of both parents have 
impacts on the severity of chronic pain.

研究分野： 心身医学、疼痛学、神経科学
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１．研究開始当初の背景 
幼少期に受けたケアが少なく過干渉な養

育スタイルは成人後の心身の疾患との関連
が報告されているが、慢性疼痛との関連を検
討した報告は少ない。16 歳までの幼少期の養
育スタイルを測る質問紙として、Parental 
Bonding Instrument (PBI)が国際的に使用
されており、日本語版も開発されている。こ
の PBI は 16 歳までの父親あるいは母親に関
する 25 項目の自記式質問紙で、2 因子で構成
されており、被養育体験を子どもの自然な感
情や存在を認め、理解を示す温かい態度があ
るかどうかという因子（ケア因子、高いほど
良い）と、子どもに自己決定させず、親の言
うことを聞かせようとする支配的な態度が
あったかどうかという因子（過干渉因子、低
いほど良い）がある。また、その 2 因子の組
み合わせで、4 通りの養育スタイルが知られ
ている。つまり、最も理想的とされる高ケ
ア・低過干渉型（愛情のある自立支援型）、
最も悪いとされる低ケア・高過干渉型（愛情
のない支配型）、そのほかの低ケア・低過干
渉型（ネグレクト型）と高ケア・高過干渉型
（愛情のある支配型）の４つの組み合わせが
ある。 
 これらの４型の養育スタイルが、現在の慢
性疼痛の有症率や慢性疼痛の症状悪化に注
目されている睡眠障害と関連しているかど
うかについての情報は報告されていなかっ
た。 
 
２．研究の目的 
本研究では、疫学研究のフィールドとして

知られている福岡県久山町の40歳以上の一般
住民を対象にした定期健診におけるストレス
チェックで、被養育体験と慢性疼痛や睡眠障
害の有症率を調査し、その関連を検討した. 
また、一般住民の痛みのある群、痛みのない
群、および九州大学病院心療内科を受診した
慢性疼痛外来および入院患者について、被養
育体験と慢性疼痛の自覚的重症度との関連
を検討した。 
 
３．研究の方法 
2011年に福岡県久山町で健診を受けた一般

住民702名（男性265名、女性437名）(40歳～
96歳)を対象として、痛みの有無とその持続期
間や程度、質問紙調査（睡眠障害の評価とし
てPittsburgh Sleep Quality Index: PSQI、 抑
うつの評価としてPatient Health 
Questionnaire-9: PHQ-9、16歳までの被養育
体験の評価としてPBI）、問診、身体計測およ
び血液検査を行い、結果を解析した。 
また、慢性疼痛を有する一般住民と比較す

るために、九州大学病院心療内科を受診した
慢性疼痛患者を対象として、痛みの程度や養
育スタイルを評価した。慢性疼痛を主訴に心
療内科を受診した外来患者群(外来群 n=50)、
同入院患者群(入院群 n=50)、福岡県久山町の
健診を受診した一般住民で、痛みのない群(一

般健常群 n=100)、慢性疼痛を有する群(一般
疼痛群 n=100)の性、年齢をマッチさせた4群
(平均年齢±SD:50.8±8.9)を対象に質問紙検
査の結果を解析した。①養育スタイルはPBI
を用いて評価し、ケアおよび過干渉のスコア
を基準値で高低に分類した。②慢性疼痛は3
ヶ月以上有する痛みと定義し、疼痛強度は
Visual analogue scale(VAS)で評価した。③
各群の低ケア・高過干渉の養育パターンの割
合をコンディショナルロジスティック回帰分
析で評価した。PBIの２つの因子である「ケア」
と「過干渉」を説明変数、慢性疼痛の有無を
目的変数とし、男女別にロジスティック回帰
分析を行った。適切な養育とされている「高
ケア／低過干渉」を基準として、年齢、教育
歴、婚姻・経済的状況で調整した各カテゴリ
ーのオッズ比を検討した。 
 
４．研究成果 
①久山町一般住民における慢性疼痛の  

有症率と被養育体験の関連 
結果として、「高ケア／低過干渉」の適切

な養育を受けたと感じている参加者と比較
して、「低ケア／高過干渉」の被養育体験を
もつ参加者において、父親でオッズ比 2.21
（95%信頼区間：1.50-3.27)、母親でオッズ
比 1.60（95%信頼区間：1.09-2.36)と慢性疼
痛の有症率が有意に上昇していた。うつ症状
で調整すると、父親の養育スタイル「低ケア
／高過干渉」のみ有意として残った。 
 これらの結果から、幼少期の両親の被養育
体験は 40 歳以上の大人の一般住民における
慢性疼痛の有症率に相関していることが明
らかとなった。ケアが比較的高い母親と比較
して、父親からの被養育体験が、大人の慢性
疼痛の有症率とより関連していることが示
唆され、慢性疼痛が起こりにくい養育スタイ
ルを社会が認知する必要性が示唆された。 
 
②久山町一般住民における睡眠障害の  

有症率と被養育体験の関連 
久山町一般住民でストレスチェックを受

けた人のなかでの睡眠障害の割合は 29％で、
男女別に見た養育スコアでは男女差があっ
た。同性親子（父親－男性、母親－女性）に
ついて解析したところ、高ケア／低過干渉群
に比べ、高ケア／高過干渉群、低ケア／高過
干渉が睡眠障害に有意に関連していた。身体
的因子を調整後も同様の関連が残った。うつ
症状を調整すると睡眠障害に対する低ケア
／高過干渉の関連は弱まったが、高ケア／高
過干渉の関連はオッズ比で 1.83(95% CI 
1.03-3.26、 P = 0.04)であり有意として残
った。 
 この結果より、幼少期に両親のケアが低く
過干渉な養育を受けた人は成人後に睡眠障
害を有する割合が高いことが明らかとなっ
た。また、養育スタイルの睡眠障害への影響
は男女差があり、同性の親の過干渉の影響が
強いことが示唆された。 



 
③久山町一般住民と九州大学病院心療内

科の慢性疼痛患者の被養育体験： 
症例対照研究 
疼痛強度の VAS の中央値は、一般健常群 0 

mm、一般疼痛群 37 mm、外来群 62 mm、入院
群 75 mm と上昇し（傾向性 P値＜0.001）、こ
の順に疼痛の程度が上昇していた。低ケア・
高過干渉型の望ましくない被養育体験を有
するオッズ比（多変量調整後）は、一般健常
群に比べ一般疼痛群で父親 1.76 (95%CI 
0.85-3.65)・母親 1.78 (0.83-3.86)、外来群
で 父 親 2.87 (1.27-6.49) ・ 母 親 2.99 
(1.27-7.02) 、 入 院 群 で 父 親 4.12 
(1.88-9.05)・母親 3.04 (1.30-7.12)であっ
た。ケアが少なく過干渉な被養育体験は成人
後の慢性疼痛の重症度に関連することが示
唆された。 
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